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グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 なし 
関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 J. Phys. Chem. B., 108(23); 7992-8000 
 
多電子移動
反応理論 
 電子移動反応は化学変換過程で最も重要な反応の 1 つである。生命活動に重要な呼吸反応や光
合成は、複数の電子を同時に動かす巧妙な化学反応であり、クリーンで無駄の無い分子変換、エ
ネルギー変換過程を可能としているが、人工的に複数電子を同時に動かすための必要要件は解明
されていない。申請者は協奏的複数電子移動を可能とする目的の分子を設計するため、レドック
スサイトを複数有し、連続的に電子移動可能な分子を合成した。また、高分子化することで、新
規な分子変換触媒系、エネルギー変換材料の開発に繋げたい。これは、電子のサブナノ領域(1 分
子内)における多電子移動相互作用の研究であり、従来全く無い新規な研究分野であり、理学的に
興味深い。また、多電子移動反応理論を用いた反応系の開発は効率の良い、エンジニアリングプ
ラスチックのクリーンな酸化重合、小分子－エネルギー変換リアクターを用いた新しい燃料電池
など、工業的にも幅広い応用に繋がる基礎研究であると考えられる。 
z 協奏的多電子移動
分子の設計 
z 高速電子移動分子
の設計 
高効率分子－エネル
ギー変換材料の開発 
z 二次電池 
z 燃料電池 
z 太陽電池 
自然界に存在する多
電子移動反応の模倣
およびその機能を超
える分子設計を行う 
多電子移動反応にお
ける電子間の相互作
用を扱った理論が存
在しない 
多電子反応の物質変
換への応用 
z クリーンエンジ
ニアリングプラ
スチックの合成 
z 導電性機能高分
子の工業化 
z ファイバー化、
高分子化 
z 触媒反応の設計 
z 分子センシング 
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